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成 果

 ・日本語学級で先行して、川の水質汚染についての学習を行ってい

たため、在籍している児童も意欲的に活動に参加できた。 

 ・授業の流れを視覚化したことにより、短時間で全員が授業内容を

理解して活動に取り組むことができた。 

 ・カードを動かしながら話し合いを行ったことで、児童が自分の意

見を発言しやすい環境を作ることができた。 

 ・話し合い活動を取り入れることで、友達に分からないことを聞く

ことができ、理解が深まった。 

 ・十分に理解が深まった上で、書く活動を行ったので、どの児童も

ワークシートに自分の意見を書くことができた。 

 ・日本語学級に在籍している児童が班の意見を自分の言葉で表現す

ることができた。
　

課 題
 ・書くことが苦手な児童への手立てをどうしていくか。（学習内容

は理解し、ワークシートに記入はしていたが、自分の思いを十分

に相手に伝わるように表現することが難しい） 
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単元の　
目標 ◀

 〇２つの量の割合としてとらえられる数量

について、速さなどの単位量あたりの大

きさの意味及び表し方について理解し、

単位量あたりの大きさを用いた比べ方や

表し方について図や式を用いて考える力

を養うとともに、単位量あたりの大きさ

の意味や表し方を数学的表現を用いて考

えた過程を振り返り、多面的に粘り強く

考えたり、今後の生活や学習に活用しよ

うとしたりする態度を養う。

単
元
の
評
価
規
準

知識
・
技能 ◀

① ２つの量の割合としてとらえられる数量に

ついて、速さなど単位あたりの大きさへの

意味及び表し方について理解している。

② 速さや人口密度、単位量あたりの大きさを

求めたり、比べたりすることができる。

思考
・
判断
・
表現

◀

① ２つの量の割合として表される数量の関

係に着目し、その数量の意味について図

や式、言葉を用いて表現している。

② 目的に応じて大きさを比べたり、表現し

たりする方法を図や式などを用いて考え

ることができる。

主体的に
学習に
取り組む
態度

◀

① 速さなど単位量あたりの大きさ及び表し

方を、図や式などを用いて考えた過程や

結果を振り返り、多面的にとらえ、検討

してより良いものを考えることができる。

② 単位量あたりの大きさで比べることのよ

さに気づき、学習したことを今後の生活

や学習に活かそうとしたりしている。

第 ５ 学 年
在 籍 学 級
第 ５ 学 年第 ５ 学 年第 ５ 学 年第 ５ 学 年第 ５ 学 年第 ５ 学 年第 ５ 学 年
在 籍 学 級在 籍 学 級在 籍 学 級在 籍 学 級在 籍 学 級在 籍 学 級在 籍 学 級

オンライン授業

比
べ
方
を
考
え
よ
う

（1） 

授業者

島袋 源大
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指導に当たって

1. 教材観

速さや人口密度、割合など、２つの量の割合としてとらえられる数量は数多くある。こ

の単元では、その表し方について理解することや図や式を用いて考える力を養うこと目標

としている。実際の日常生活においてもそのまま直接的に比べることのできないデータは

数多く存在する。この単元で身に付ける力をもとにして、それらを目的に応じた数量とし

て表すことでより正確に見ることを目指す教材である。自分の感覚だけではなく数量で表

し、客観的に比較することで双方の特徴や違いを実感することにつながる。さらにそれを

きっかけとして道徳や総合における互いの文化や考え方の学習にもつなげるようにする。

2. 児童観

フィリピン政府のコロナウィルス感染拡大予防措置のため、2020 年３月中旬から現

在に至るまで、本校では、休校状態が続いている。そのため、本校の児童は、半年以上の

間、オンライン授業を受けている。児童は、Zoom を使用してオンライン授業に参加し、

Google Classroom を通して教材の受け取りと課題の提出を行っている。教師・児童、

どちらも現在の学習の在り方に慣れてきたが、実際の対面授業と比較すると、授業中の反

応や習熟度がわかりにくいことや、体験的な活動ができないことが悩ましい。

５年生は現在、オンライン授業を受けている児童は男子５名、女子８名である。算数科

や他の教科でも課題の提出は自分で行うことができ、問題はない。教室とは異なった環境

でのオンライン授業のため、時間に遅れて参加したり、画面をオフにしたりする児童も見

られるが、その都度チャットで指導と声掛けを行っている。全体として、自発的に意見を

述べる児童は女子に多い。オンライン授業がスタートした当初と比べると自発的に手を挙

げて発言する児童は増えてきている。Jamboard を用いたグループ活動も行っているが、

内容によっては個人作業になってしまい、会話の進まない場面も見られる。１学期の単元

で扱った１ｍあたりの値段を求める学習では、苦戦する児童が多く、割合のような学習は

苦手としている。

3. 指導観

単位量あたりの大きさについての考え方は、１学期の単元「小数のわり算」で１ｍあた

りの値段などを求める課題を通して学習した。今回の単元では、単位量あたりの大きさに

ついての考え方をもとにして、異種の２量である面積と人口から見出す数量「こみぐあい」

や、時間と距離から見出す数量「速さ」について学習する。そこで児童が主体的に取り組

めるように、児童にとってなじみの深い「日本」と現在住んでいる国「フィリピン」を含

めた周辺の国々を題材として取り入れ、それぞれの人口密度を求める活動を行う。新たに

人口密度という数理的な見方を用いて、複数の国や地域を比べることにより、バイカルチュ

ラルの視点を持った児童の育成へとつながる。
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日本語指導との関わり

1. 日本語学級に在籍している児童の実態

本学級の日本語学級へ参加している児童は２名である。１人はフィリピン人の母親を持

ち、家庭学習等も期限を守り、提出することができる。学習についても他の児童に後れを

取らず、学習内容も理解もできている。もう１人は中国人の母親を持ち、母親とはほとん

ど中国語で話している。父親の仕事の都合上本人と関わる時間がとれないため、今年に入っ

てからは特に日本語を話す機会が減っている。授業中も集中力を保てず、授業とは関係の

ない行動をとってしまうこともある。また、吃音持ちのため、難しそうに発音することが

ある。その２名における日本語能力の差は大きく、日本語学級の時間も場面によってはそ

れぞれ個別に指導を行っている。本単元に合わせて事前に人口密度を求める活動を日本語

学級にて行う予定である。

2. 日本語支援の主な内容

 〇グループ活動の時には Jamboard 上にモデル文を提示し、意見交換を円滑に行えるよ

うにする。

 〇「混み具合」の感覚をつかむため、図や写真を用いて視覚的に理解できるようにする。

 〇 PowerPoint のアニメーションを利用し、速さを視覚的に捉えられるようにする。

〈参考資料１〉
支援 支援の視点 支援タイプ

直接
日本語や学習内容の理解を促す支援 理解支援

表現内容の構成や日本語での表現を促す支援 表現支援

語彙や表現の記憶を促す支援 記憶支援

関接
自分で学習する力を高める支援 自立支援

学習への動機付けなど、情意的側面での支援 情意支援
（「学校教育における JSL カリキュラム（中学校編）　Ⅱ日本語支援の考え方とその方法」より）
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単元の指導 ・ 評価計画（総時数 10 時間）

次
（時）

主な学習活動 指導上の留意点
〇 単元の学習に関して
◇ 校内研究に関して
◎ 日本語支援に関して

評価
（手段）
【観点】

■日本語学級の指導内容

理  表  記  自  情

一
（
２
）

 ・ 面積とうさぎの数が

違う３つの小屋の混

み具合の比べ方を考

える。

 ・ A と C の比較を通し

て、匹数か面積のど

ちらかをそろえれば

よいことを考える。

 ・ A と C の比べ方を、

数直線の図を使っ

て確認する。

 ◎ 実際に図や絵を動かすこと

で「ならす」ことを理解で

きるようにする。

 〇 面積かウサギの数かをそろ

えて考えることをおさえる。

混 み 具 合 の 比 べ 方

を、面積と匹数の関

係に着目して図や式

を用いて考え、説明

している。

（発言・ノート）

【思・判・表】

理
面積とウサギの数

をそろえ、混み具

合を比べる。

 ・ A、C、D の比較を

行 う。 調 べ る 数 が

多 く て も、 混 み 具

合を一度に比べや

すい方法を考える。

 ・ 面 積 を そ ろ え て

1m2 当たりの匹数

で比べたり、匹数を

そろえて１匹当たり

の面積で比べたりす

ればよいことをまと

める。

 〇 前時の例と異なるものにつ

いて考え、場合によっては

考えにくい方法もあること

をおさえる。

 〇 そろえた面積や決められた

面積を単位面積と呼ぶこと

をおさえる。

単位量あたりの大き

さを用いて比べるこ

との意味を理解し、

混み具合を比べるこ

とができる。

（発言・ノート）

【知・技】

匹数と面積のどちら

にそろえる方がより

良いか考えている。

（発言・ノート）

【態度】

理
面積とウサギの数

はどちらをそろえた

方が良いか考える。

二
（
２
）

 ・ 周辺の国々の混み

具合を予想する。

 ・「人口密度＝人口÷

面積」を知る。

 ・「人口密度」をもと

に、 ３ つ の 国 の 混

み具合を比べる。

本時

 〇 人口も面積も異なる国の混

み具合を比べるためには、

どちらかをそろえる必要が

あることを押さえる。

 ◇ 人口と面積を情報から混み

具合を比較する。

 ◎ それぞれの Jamboard に

「私は○○のこみぐあいは

大きいと思います。なぜな

ら～～だからです。」のモデ

ル文を提示しておく。 表

人口と面積から人口

密 度 を 計 算し て 求

め、比べることがで

きる。

（発言・ノート）

【知・技】

様々な地域の人口

密度を比べて混み

具合の大きい順に

並べる。

理  記

 ・ 米のとれ具合を、単

位量当たりの大きさ

を用いて調べる。

 〇 これまでの学習から、面積

あたりの収穫量に注目すれ

ばよいことをおさえる。

単位面積あたりの収

穫量の大きさを用い

て、２つの資料を比

べることができる。

（ホワイトボード）

【知・技】
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三
（
４
）

 ・ 速さを決めるため

に必要な量につい

て考える。

 ・ 走 っ た 距 離、 時 間

が異なる人の速さ

の比べ方を考える。

 ・ 時間をそろえて１秒

間当たりの距離で

比 べ た り、 距 離 を

そ ろ え て 1m 当 た

りの時間で比べた

りすればよいことを

数直線の図を使っ

て考え、まとめる。

 ◎ パワーポイントのアニメー

ションを用いて、視覚的に

速さを比べられるようにす

る。 理

 〇 時間も距離も異なると比べ

ることが難しくなることを

おさえる。

速さの比べ方を、時

間と距離の２つの量

をもとにした、単位

量あたりの大きさの

考え方を用いて考え

ようとしている。

（発言・ノート）

【態度】

 ・ 新幹線のはやぶさ

号とかがやき号の

速さを比べる。

 ・ 速さを求める公式

をまとめる。

 ・「時速」「分速」「秒

速」の意味を知り、

公式を用いて速さ

を求める。

 〇 速さは単位時間あたりに進

む道のりで表すことをおさ

える。

 ◎ 前時に用いた数直線や図を

提示し、式の意味をイメー

ジしやすくする。 記

速さを求めるときに

使 う ２ つ の 量 に 着

目し、速さを求める

公式を表すことを考

え、説明している。

（Jamboard）

【思・判・表】

「時速」「分速」「秒

速」について何が違

うのか説明する。

表

 ・ 速さと時間から道

のりの求め方を考

える。

 ・ 道のりを求める公

式 を ま と め、 公 式

を用いて道のりを

求める。

 〇 速さの意味を確認し、数直

線を提示すことで、道のり

を求める式を導く。

 ◎ 言葉の意味を提示してお

き、いつでも確認できるよ

うにする。 記

速さを求める公式を

用いて、速さと時間

から道のりを求める

公式を導き、道のり

を求めることができ

る。

（発言・ノート）

【知・技】

 ・ 台風の速さと道の

りから時間の求め

方を考える。

 ・ かかる時間を□時

間として式に表し、

時間を求める。

 ・ 速 さ、 道 の り、 時

間の関係を振り返

り、 そ れ ぞ れ の 求

め方を統合的にと

らえる。

 〇 速さの意味を確認し、数直

線を提示することで、道の

りを求める式を導く。

 ◎ 言葉の意味を提示してお

き、いつでも確認できるよ

うにする。 記

道のりを求める公式

を用いて、速さと道

のりから時間を求め

ることができる。

（発言・ノート）

【知・技】
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四
（
２
）

 ・ 身の回りから単位

量当たりの考えを

使っている場面を

探す。

 ・ 雷の音が伝わる速

さについての問題

を、 単 位 量 当 た り

の考えを活用して

解決する。

 〇 教科書を例に実際に使われ

ていることを確認する。

 ◎ ブレイクアウトセッション

を用いていつでも質問でき

る部屋を作る。

基本的な問題を解決

することができる。

（観察・発言）

【知・技】

 ・「たしかめよう」に

取り組む。

 ・「つないでいこう算

数の目」に取り組

む。

 ◎ ブレイクアウトセッション

を用いていつでも質問でき

る部屋を作る。

単元の学習を振り返

り、今後の学習に生

かそうとしている。

（観察・発言）

【態度】

本時の学習（第２次１時）

1. 小単元名

「人口密度で比べよう」

2. 本時のねらい

日本・フィリピンとその周辺の国々の混み具合について、人口密度を求め、比べること

ができる。

3. 本時の評価　【知識・技能】
A B

人口と面積から人口密度を計算して求

め、比べることができる。

人口と面積から人口密度を求めること

ができる。

4. 準備・資料等

 ★ ノート PC（Zoom・Google Classroom）、iPad（GoodNotes5）、Apple Pencil

• スライド資料

• Jamboard
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5. 本時の展開　　　　　　　　　　　　　　　　　T1：島袋 源大　　　T2：齋藤 亜由美

学習活動 ・
児童の姿

〇教師の指導　　 ◇校内研との関わり
◎日本語支援　　◆評価 【観点】 （方法）

導
入　

５
分

 ・ 学習課題をつかむ。

 めあて    周辺の国々の混み具合を比べよう。

 手立て    周辺の国の混み具合の順番を予想し、人口密度を計算して比べる。

 〇 児童の興味を引くキャラクターから出題をし、児童が

楽しみながら学習に入れるようにする。

 〇 前時でフィリピンと日本の混み具合について考えたこ

とを振り返り、他の国々ではどうなのかと問う。

展
開　

30
分

 ・ およその人口が載っている地図をもと

に、混み具合をグループで予想する。

 ・中国は人口が多いからこんでいる

感じがする。

 ・オーストラリアは広いからあまり

こんでいないと思う。

 ・ 全体で各グループの結果を共有する。

 ・『人口密度＝人口÷面積』を知る。

 ・人口の数が必要。

 ・国の面積が必要。

 〇「周辺の国々の混み具合をグループで予想してランキ

ング表を完成させましょう。」（Jamboard）

 〇 最初は国々の面積や人口の数は提示せず、人口を表す

人が描かれた地図を提示して予想させる。

 〇 ブレイクアウトセッションで４つのグループに分け、

それぞれに Jamboard を振り分ける。

 〇 T2 もグループに入り、必要であれば助言する。

 ◎ それぞれの Jamboard に「私は○○のこみぐあいは

大きいと思います。なぜなら～～だからです。」のモ

デル文を提示しておく。 表

 ◇ 地図を見ながらおよその混み具合を考える。この活動

の後に実際に人口密度を計算することで、混み具合を

比べることができるようになると考える。また、周辺

の国々の中では、日本とフィリピンの人口密度にあま

り差がないことを感じることができるであろう。

 〇 各グループで出た結果の順位のみ発表するように指示

する。

 〇 中国の順位に焦点を当てて理由を聞く。

 〇「こみぐあいをはっきりと比べるためにはそれぞれの

国の何が必要ですか。」

 〇 必要に応じて前時のスライドを見せ、何が必要である

か振り返られるようにする。

 〇『人口密度＝人口÷面積』を提示する。

 〇 図を提示して、「人口密度」の意味が単位面積あたり

の人口であることを伝える。
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展
開　

30
分

 ・ 人口と面積から人口密度を求める。

 ・ 人口密度から混み具合を比べる。

 〇 各国の人口と面積を提示する。

 〇 日本を例として人口と面積から、人口密度の公式に当

てはめて計算して見せる。

 〇 必要に応じて、電卓を使って良いことを伝える。

 ◎ 人口密度を求める公式を画面上に提示しておき、いつ

でも確認できるようにする。

 〇「こみぐあいの大きい国はどこですか？」

 〇「なぜ、人口密度が大きいと、こんでいると言えるの

ですか？」

 〇 単位面積あたりの人口が多いほど混み具合は大きくな

ることをおさえる。

 ◆ 人口と面積から人口密度を計算して求め、比べること

ができる。（発言・ノート）【知・技】

終
末　

５
分

 まとめ     混み具合には、人口と面積が関係している。人口密度を使うと、様々な国々の混み
具合を比べることができる。

 ・ 本時の算数日記を書く。  ◇ 自分や友達の予想と結果を比べてどう感じたのか感想

を書くように指示する。
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令 和
２年度

第５学年
在 籍 学 級 「比べ方を考えよう（1）」 の振り返り

研究仮説について
本単元では在籍学級における日本語支援を効果的に進めることにより、バイリンガル・

バイカルチュラルの視点をもった児童を育むことを目標として、２点の児童像を設定した。

面積と人口から得られる人口密度を用いて、日本とフィリピン、周辺の国々を比

べ、その結果からそれぞれの国の背景や文化、特徴について興味・関心を持つ児童。

また、この児童像が達成できるように、研究仮説を以下のように設定した。

２つ以上の国や地域を様々な観点から比較し、それぞれの特徴や違いを児童が実

感できる授業づくりをすれば、双方の特徴や文化を理解し、互いの考え方を尊重で

きる、バイカルチュラルの視点をもった児童が育つだろう。

これを受けて仮設の検証方法は次の通りとした。

新たな視点から２つ以上の国や地域を比べて、その特徴について客観的に見て、

自分の予想とのギャップを感じることができれば、それぞれの国や地域の特徴や違

いについて興味・関心を持つだろう。そこで、前時の終わりに、フィリピンと周辺

の国々について、混み具合の大きさを理由もつけて予想し、ノートに書く。さらに

この授業で人口密度を学習し、比べた後に予想と結果の違いも含めて感想を交えて

書く。これら二つを比べて、この授業を通しての児童の変容を見取る。

検証方法で述べた通り、次の２つの提出物の結果をもって検証を行おうと考えた。

  提出物①  

フィリピンと日本の混み具合の大きさについての予想             【前時終了後提出】

  提出物②  

計算した人口密度と予想との違いを比べた結果をもとにした感想   【本時終了後提出】

児童 提出物① 提出物②

A

日本の方が混んでいると思う。なぜなら、

日本の東京などはたくさんの人がいるから。

まさかシンガポールが１位だとは思いませ

んでした。また人口密度を調べる機会があ

れば、他の国も調べたいと思いました。

B
フィリピンが混んでいる。フィリピンは人

が多いから。

まさか中国の人口密度が低い結果になると

は思いませんでした。

C

フィリピン。なぜなら、飛行場を出たとき

には日本よりもフィリピンの方が人がおお

いからです。

実際はシンガポールだった。人口密度を計

算すると比べることができることを知りま

した。
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D

フィリピンの方が混んでいると思います。

理由はフィリピンの方が狭いからです。

中国が１位だと思ったけどシンガポール

だった。しっかり計算することが大切だと

思いました。

E
フィリピン。理由はフィリピンの方が国土

が小さくて、住んでいる人が多いからです。

人口と面積でこみぐあいが決まるんだとわ

かりました。

F

フィリピン。理由は面積が小さくて人口が

多いから。

みんなと予想が同じで正解かもしれないと

思ったけど、全然違った。計算してみなきゃ

わからないこともあるんだとわかりました。

G
日本。理由は日本の方が人口が多いからで

す。

予想は中国が１位だったけど、シンガポー

ルが１位だった。

H

日本の方が混んでいる。なぜなら、フィリ

ピンの面積は日本の面積よりも小さいけど、

人口は日本より多いから。

予想は中国が１位だったけどシンガポール

だった。中国は人口も多いけど、面積も広

いからだと思った。

I

フィリピンが混んでいる。理由はフィリピ

ンの方が小さいと思うし、大家族が多いか

らです。

予想では中国が１位だと思ったけれど意外

とシンガポールだった。日本とフィリピン

はだいたい同じだった。

J

フィリピンの方が混んでいると思います。

理由はローカルな場所では家がびっしりと

たくさん並んでいるからです。

予想では中国が１位だったけど、計算して

みるとシンガポールだった。計算すると、

予想と全然違っていてビックリしました。

児童 A は提出物②の中で、「他の国についても調べてみたいと思いました。」と感想

を述べている。これについては今回の授業で児童 A が様々な国の人口密度や混み具合

に対して興味をもち始めていると考えることができる。しかし他の児童については、人

口密度が人口と面積によって決まることを再確認したような感想が多かった。このこと

から、ねらいを十分に達成できなかったといえる。では、今回の授業で扱った単元で目

指す児童像に近づけるための手立てとして何が考えられるのか考察する。授業を終えて

感じたことをもとに次の２点を提案したい。

① 児童の経験をクラス全体へ広げてその話をもとに混み具合の予想をする。

② 人口密度を計算した後に、全体で予想との比較し、本当に混み具合が表れているか

考える。

１つ目は、最初の予想をする場面での方法についてである。最初の活動におけるグルー

プでの会話の中で「私、シンガポールに住んでいたことあるけど、…」や「僕は中国に

行ったことがある」など、児童から生活経験をもとにした予想が上がった。この声を全

体で共有することで、行ったことのない国であっても他の児童もその国のイメージをも

ちやすくなるだろうと考える。さらに各国での生活の様子を聞くことで、興味をもつ児

童が増えると考える。

２つ目は、結果と予想を比較する場面での方法である。実際に人口密度を計算した

後に、もう一度自分の予想をふり返る時間が必要である。今回であれば、提出物①で、



114

実体験をもとに予想した児童が多くいた。しかし実際の計算結果は異なる。このことから、

計算することではっきりと比べることは可能だが、そこに住んでみたり、行ったりした

ときに感じる印象とは異なる事実があることを実感できると考える。そこでそれぞれの

児童は初めの予想で聞いていた中国やシンガポールでの生活経験への関心をさらに高め

ると考える。

上のように提案したが、このような手立てを１時間のうちに行うには難しいと考える。

単元全体の計画を見直したり、他教科の一部と絡めて授業を行ったりする必要がある。手

立てを取り入れるための単元計画も考えていく必要があると考える。

手立てや発問の有効性（評価できる児童の言動）…成果と課題
1. 「Jamboard を用いてランキングを予想する活動」

本時の初めの活動としてグループ活動を取り入れた。人口と面積を比べながら、混み具

合を予想する活動である。この活動を通して、話し合いながら混み具合を考えたり、それ

ぞれがどんな国なのか興味を持たせたりすることをねらいとしていた。グループ内の成果

として考えられる発言を挙げると次のようなものがある。

 A 児   私、シンガポールに住んでいたけど、小さい国なのにとてもたくさん人が住

んでいたよ。

 C 児   シンガポールにはたくさん人が来るから１位じゃない？５位じゃないと思う。

このように他国のことを話題にして比較の話をするということは、出身地や現住地のマ

ニラ、訪れたことがある国などをもとにして考えを働かせているということであり、バイ

カルチュラルの視点をもった児童に近づいていると考える。これを成果とする。

課題としては、これらの発言を拾い上げて、他のグループとも共有できれば、ねらいへ

迫る児童が増えたと考える。児童のもつ生活経験を把握しておくことで、さらに有効な手

立てを考えることかできたと感じる。

2. 発問「なぜシンガポールが混んでいるのですか？」

この発問は人口密度を計算した結果をどのように判断していくか児童に再考を促すこと

がねらいである。この発問に対する児童の発言の中で成果として考えられるものは、

 H 児   １㎢の中にどれだけ人が住んでいるかを表しているから、人口密度が１番多

い国が混んでいる。

この発言から H 児は人口密度の意味を理解し、人口密度から混み具合を判断することが

できていると考える。

課題としては、この発問に対して発言できたのがこの児童１人だった。児童への投げか

け方をもう一度考える必要がある。この授業全体として児童が「人口÷面積」の式が表す
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意味を考える時間がかなり少なかった。教科の理解を深めるためにも時間配分について

さらに考える必要がある。

日本語支援の手立てについて…成果と課題
  成 果  

1. 「Jamboard 上の視覚的支援」

支援の必要な児童にとっては、「人

口」や「面積」という言葉から、それ

ぞれの大きさをイメージすることが難

しいと考える。そこで【資料１】のよ

うに、Jamboard 上に白地図と人口を

視覚的に捉えられるように表した人の

図を提示した。

この図を提示したことで、日本語支援の必要な児童は面積が大きければ混み具合は小さ

くなることや、人口が多ければ混み具合は大きくなることを感覚的に理解できた。

  課題  

1. 「Jamboard 上にモデル文を提示」

量的感覚をとらえられても、思ったことを発言す

ることが難しいと考えた。そのため、Jamboard 上

に「私は○○のこみぐあいは〇〇よりも大きいと思

います。なぜなら、～～～だからです。」のモデル文

を提示した。これにより、日本語支援の必要な児童

も意見を表現できると考えた。

しかし、授業の中でこのモデル文はあまり使われ

ず、自分の意見を表現する児童も少なかった。原因

としては、与えられた課題に対する表現としては使

いにくいモデル文となってしまったことにある。「私

は○○のこみぐあいの大きさが○番目だと思います。理由は～～だからです。」などのモ

デル文であれば利用されたと考える。例えば、Jamboard での活動時、児童はモデル文

を使うことができず、自分の意見を表現する様子が見られなかった。そこで、混み具合の

ランキングを話し合う場面では与えられたモデル文が使いにくいものであると考える。「私

は○○のこみぐあいが○番目だと思います。なぜなら～～～だからです。」のモデル文に

する。また、「１㎢あたり」という言葉の意味や概念を理解することができていないよう

に見られたため、今後は、体験的活動を取り入れ、クラス全体の量と一人あたりの量を求

めるなどの活動を交えて学習を進める。

資料１

資料２
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単元の　
目標 ◀

 〇シスター海野のバギオに住む日系人の

方々を支援したり、フィリピンの方々と

つないだりした生き方を通して、現在も

その意思がアボン（財団法人北ルソン比

日友好交流団体）の方々に受け継がれて

いることを知り、フィリピンで学んだ小

学生として自分にできることを考え、交

流活動を進めることができる。

第
６
学
年
で
つ
け
た
い
力

知識
・
技能 ◀

これまでの社会科や総合的な学習の時間で

習得した知識をさらに広げて、シスター海

野の功績や、その意思を受け継ぐアボンの

方々の思いや願いを知り、自分の生き方に

活かそうとする。

思考力
・

判断力
・

表現力
◀

シスター海野について知っていることから、

彼女と関わりの深いバギオについて課題を

設定し、本やインターネット等から情報収

集、整理・分析、まとめ・表現などの学習

の課程を通して、自分の考えをもち、友達

の見方、考え方を知り、さらに自分の考え

を深める。

主体的に
学習に
取り組む
態度

◀
フィリピンで学んだ小学生であることを自

覚し、自分にできることを考え、積極的に

交流活動を進めることができる。

第 ６ 学 年
在 籍 学 級
第 ６ 学 年第 ６ 学 年第 ６ 学 年第 ６ 学 年第 ６ 学 年第 ６ 学 年第 ６ 学 年
在 籍 学 級在 籍 学 級在 籍 学 級在 籍 学 級在 籍 学 級在 籍 学 級在 籍 学 級

オンライン授業

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
日
本
の
架
け
橋 

授業者

山野 陽子
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単元計画（全 16 時間）

第１次　単元計画を立て、シスター海野について知る。（４）

 ・シスター海野について知っていることを共有し、単元計画を立てる。（１）

 ・シスター海野について調べる。（冬休み課題）

 ・シスター海野について調べたことから自分の考えをもつ。（１）

 ・ビデオ「何か私にできること―シスター海野の生涯―」視聴（２）

第２次　 シスター海野と関わりのあるバギオについて調べ、シスター海野の功績を通して彼

女の思いや願いについて考えを深める。（９）

 ・テーマ「バギオの歴史」「ケノン道路」「バギオの日本人」「バギオの行事」について調

べる。（３）

 ・中間報告会を開き、さらに知りたいことや調べたいこと、感想などを交流する。（１）

 ・シスター海野の生き方から考えを深め、自分の生き方につなげる。（１／本時）

 ・Google Slides にまとめる。（４）

第３次　 調べたことや自分の考えを発信し、まとめをする。（３）

 ・アボンの方々との交流活動を行う。（２）

 ・これまでの学習活動を振り返り、自分の生き方について再考する。（１）

日本語指導との関わり

1. 国際結婚家庭の児童の実態

現在日本語学級に在籍している児童はいないが、以前日本語学級に在籍していた児童が

２名いる。学力は高い。学習言語能力について、話すことは自信をもって行うことができ

るが、書くときに格助詞や接続助詞の使い方に不安がある。英語は得意で、発音もよい。

英訳をするときや司会、始めの言葉等で活躍できると考える。

2. 日本語支援の主な内容

シスター海野と関わりの深いバギオについて Google Slides にまとめるとき、完成後、

自分で読み返し、誤字脱字、他にふさわしい表現はないか確認できるようにする。特に苦

手とする助詞の使い方を意識させるために、文章を書いた後、他の助詞に当てはめて意味

が通るか確認するようにする。間違いに気づいたときや正しい文章が書けたときには褒め、

次への意欲につなげる。「フィリピンで学んだ小学生としてできること」を考える際、こ

れまでの総合的な学習の時間、社会科、道徳科等の学習と関連付けて、考えを深めること

ができるように、個人チャットで「総合こそこそ話」としてヒントを送る。「総合こそこそ話」

で、道徳科のマザーテレサや杉原千畝の生き方や、社会科の震災復興を願う人々の思いの

学習での、６年２組担任の牛島教諭の阪神淡路大震災を体験した自分の使命の話等、既習

内容と関連付けることで自分の考えをもちやすくなると考える。



118

本時の指導（9/16）

1. 本時の目標

 ・バギオについて調べたことを通して、シスター海野の生き方が現在も受け継がれている

ことを再確認し、彼らの想いや願い、自分にできることを仲間と対話しながら考えるこ

とができる。

2. 本時の展開

過
程

学習活動
・ 予想される児童の反応

指導と支援
（〇一般的／◇仮説／◎日本語） ◆評価

導
入　

10
分

1. これまでの学習活動を想起し、本時の

学習課題を確認する。

 めあて   これまで調べたことをもとに、フィリピンで学んだ小学生として自分にできることを

考えよう。

 〇 Google Slides を見て、これまでの学習活動を想起

し、本時の学習課題につなぐようにする。

展
開　

23
分

2. シスター海野の活動の原動力となった

もの、それを受け継ぐアボンの方々の

思いや願いについて話し合う。

（シスター海野の原動力）

 ・ 戦後、困難な状況にある日本人の力

になりたい。

 ・ フィリピンの人々と日本の人々（日

系人）の関係をよくしたい。

（受け継ぐアボンの方々）

 ・ 国籍関係なく誰もが住みやすいバギ

オの町にしたい。

 ・ フィリピンと日本をつなぐ役目を担

いたい。

 手立て   班に分かれて Jamboard に自分の考えを書くことで可視化でき、話し合いをまとめ

やすくする。

3. フィリピンで学んだ小学生として、自

分にできることについて考える。

 ◇ シスター海野の生き方そのものがバイカルチュラルの

考え方であるため、彼女の状況や立場になって考えさ

せたい。

 〇 道徳の学習（マザーテレサ、杉原千畝）の学習と関連

付けて横断的・総合的に考えられるようにする。

 〇 バギオについて調べたことをもとに、考えられるよう

に、自分たちが作成中の Google Slides を振り返っ

てもよいことを伝える。

 ◎ 書くことが難しい児童は、「総合こそこそ話」を個人

チャットに送り、自分の考えをもてるような視点を示

したり、始めに提示した Google Slides を参考にし

たりしながら書くようにする。

 〇 シスター海野の功績がフィリピンと日本を結ぶ架け橋

となり、現在も受け継がれていることから、自分もフィ

リピンで生活をする小学生として考えられるようにす

る。また、日常で２つの国の価値観にふれている国際

結婚家庭の児童だからこそ考えることのできる、相手

の立場を尊重し、理解しようとする考えを活かしたい。
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終
末　

７
分

 まとめ   交流会を楽しんだり、人に話したりと身近なことから自分たちにできることを始めていく。

4. 自分にできることを発表し、本時の学

習のまとめとする。

 ・ アボンの方々との交流会を楽しむこ

と。

 ・ 日本の中学校で話したい。

 ・ これから自分が生活する地域で、問

題が起こったとき、他人事ではなく

て自分事として行動したい。

 ・ 人の役に立つような仕事をしたい。

 ◆ 仲間の考えを知り、さらに自分の考えを深めることが

できる。（Jamboard・発言）

【思考力・判断力・表現力】
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令 和
２年度

第６学年
在 籍 学 級 「フィリピンと日本の架け橋」の振り返り

研究仮説について
  成 果  

 ・自分にできること考える場面で、困っている児童に、自分の考えをもつヒントとして

「総合こそこそ話」をチャットで送ったことで考えを広げやすくなり、自分の考えを

もつことができた。

 ・「フィリピンで学ぶ小学生だからこそ」というテーマで考えたため、自分事として考

えることができた。

 ・みんなの前で話すことがあまり得意ではないフィリピンの国際結婚家庭児童が、アボ

ンの方々との交流会の開会の言葉に立候補した。グループでのプレゼンテーションの

英訳や発音等で仲間に頼られることが多く、自信をもつことができたようである。

 ・これまで双方の文化や歴史について学んできたことを振り返りながらまとめたこと

で、フィリピンで学んだ小学生だからこそできることを発信していきたいという意思

を育むことができた。（バイカルチュラルの視点）

自分にできることを書いたJamboard 画像

  課題  

 ・オンライン授業で、Google Slides や Jamboard 等を使用するとお互いの顔を見

ないで話し合いをしなければいけない場面がある。相手の表情から伝わる反応が見ら

れないため不安になり、自分の考えを発言しにくい児童がいる。話し合いの際、教師

はモニターで児童の反応を見ているので、「みんながうなずいているよ」「○○さんの

表情がパッと明るくなったよ。何か思いついたみたいですよ」と反応を伝えることで

安心できると考える。特に、学習言語能力について不安のある国際結婚家庭の児童に

は、オンライン授業だからこそ、安心して自信をもって話し合いに参加できるように、

Jamboard を共有する時間と話し合う時間を分けて、友達の表情や反応を見ながら

話せるようにしていくことが大切である。
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今後に向けて
これまでの対面授業及びオンライン授業における学習活動計画や実践を各学年で見直

し、改善しました。この作業を通して、私たち教師自身が学びを深めたり創造力を高めた

りしていることに気付くこともできました。

今後も、日本語学級では、教科の先行学習を主とした教科横断型日本語指導を進めるとと

もに、在籍学級でもバイカルチュラルの視点と教科横断型を意識した授業実践を行いながら、

汎用性の高い日本語指導プログラムを提供できるよう取り組んでいきたいと考えています。

具体的には、小学部 1 ～ 3 年生の日本語学級における学習活動案の作成と授業実践の

継続、小学部 4 ～ 6 年生の在籍学級における授業実践の継続、マニラ日本人学校主催の

オンライン情報交換会の開催、マニラ、大連、青島日本人学校３校オンライン合同研修会

の開催を計画しています。

今後、対面授業が開始されても、引き続きオンラインで学習を受ける児童がいることも

予想されます。対面型とオンライン型を交えたハイブリッド型の授業を進める必要性も考

えられます。このような新たな課題も見据え、これまでの実践を通した学びを生かし、さ

らに前進していきたいと考えています。

日本語指導の実践を通して
2019 年度の対面授業及び 2020 年度のオンライン授業では、それぞれの授業の特徴

を生かしながら、各学年で、児童の実態に合わせた授業づくりに取り組んできました。

バイカルチュラルの視点を取り入れる際には、児童の経験や生活場面から課題を設定す

るとよりよいことや、教科横断型の学習を行うことで学びが様々な場面へと広がること、

その結果、日本語力の向上だけでなく、学ぶ意欲の向上にもつながっていくことを、校内

研究授業や日々の実践をとおして、全職員で理解を深めることができました。

一方で、2020 年度は全校の授業がオンライン授業となり、体験的な活動がなかなかで

きなかったり、児童がどれだけ理解しているのか十分見とれなかったりという新たな課題

に直面しました。また、各教科の学習時間の確保のため、日本語学級の時間内で、教科横

断型を意識した授業の難しさも課題となりました。

しかしながら、これらの課題を解決するために、Google の各種アプリや Zoom の機

能を効果的に使って学習活動を工夫してきたことで、児童の学びを支えることができ、新

たな学びの可能性を見出すことができました。オンライン授業であっても、日本語学級の

時間を確保し、日本語指導を実践できたことは、私たち教師にとっても大きな自信となり

ました。

また、児童は、対面授業・オンライン授業にかかわらず、日本語のモデル文等があるこ

とで、日本語での表現の仕方が分かり、安心して自分の考えを発表する姿が見られました。

在籍学級での学習に意欲的に参加できる場面も増えてきています。保護者から、「各教科

での理解度が高まると、学習意欲もより高まるのではないか」という声もよせられ、保護

者も児童の姿から日本語指導の成果を実感しているようです。
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日本語指導の実践を通して

2019 年度の対面授業及び 2020 年度のオンライン授業では、それぞれの授業の特徴

を生かしながら、各学年で、児童の実態に合わせた授業づくりに取り組んできました。

バイカルチュラルの視点を取り入れる際には、児童の経験や生活場面から課題を設定す

るとよりよいことや、教科横断型の学習を行うことで学びが様々な場面へと広がること、

その結果、日本語力の向上だけでなく、学ぶ意欲の向上にもつながっていくことを、校内

研究授業や日々の実践をとおして、全職員で理解を深めることができました。

一方で、2020 年度は全校の授業がオンライン授業となり、体験的な活動がなかなかで

きなかったり、児童がどれだけ理解しているのか十分見とれなかったりという新たな課題

に直面しました。また、各教科の学習時間の確保のため、日本語学級の時間内で、教科横

断型を意識した授業の難しさも課題となりました。

しかしながら、これらの課題を解決するために、Google の各種アプリや Zoom の機

能を効果的に使って学習活動を工夫してきたことで、児童の学びを支えることができ、新

たな学びの可能性を見出すことができました。オンライン授業であっても、日本語学級の

時間を確保し、日本語指導を実践できたことは、私たち教師にとっても大きな自信となり

ました。

また、児童は、対面授業・オンライン授業にかかわらず、日本語のモデル文等があるこ

とで、日本語での表現の仕方が分かり、安心して自分の考えを発表する姿が見られました。

在籍学級での学習に意欲的に参加できる場面も増えてきています。保護者から、「各教科

での理解度が高まると、学習意欲もより高まるのではないか」という声もよせられ、保護

者も児童の姿から日本語指導の成果を実感しているようです。
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今後に向けて

これまでの対面授業及びオンライン授業における学習活動計画や実践を各学年で見直

し、改善しました。この作業を通して、私たち教師自身が学びを深めたり創造力を高めた

りしていることに気づくこともできました。

今後も、日本語学級では、教科の先行学習を主とした教科横断型日本語指導を進めると

ともに、在籍学級でもバイカルチュラルの視点と教科横断型を意識した授業実践を行いな

がら、汎用性の高い日本語指導プログラムを提供できるよう取り組んでいきたいと考えて

います。

具体的には、小学部１～３年生の日本語学級における学習活動案の作成と授業実践の継

続、小学部４～６年生の在籍学級における授業実践の継続、マニラ日本人学校主催のオン

ライン情報交換会の開催、マニラ、大連、青島日本人学校３校オンライン合同研修会の開

催を計画しています。

今後、対面授業が開始されても、引き続きオンラインで学習を受ける児童がいることも

予想されます。対面型とオンライン型を交えたハイブリッド型の授業を進める必要性も考

えられます。このような新たな課題も見据え、これまでの実践を通した学びを生かし、さ

らに前進していきたいと考えています。
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